























































































































































硬さ 硬・軟さまざま 中等度，均一 硬い
形 土塊形成（凸凹） 球形，多くは多発 不規則
可能性 乏しい 有り 乏しい
その他 胸部X線検査 他部位にも腫脹あり 原発巣の探索
　慢性リンパ節炎の代表的なものは結核性の炎
症である。これは痛みや局所熱などがなく，腫
瘍とまぎらわしいことも多い。
　したがって，「くび」の「しこり」がリンパ
節の腫れらしいと思ったときには，慢性炎症か
腫瘍か？腫瘍とすれば原発性（悪性リンパ腫）
か転移性か？を鑑別すればよい。そのためには，
「しこり」の硬さなどの表に示したような特徴
を参考にして診断をつける。
　表を参考にして仮の診断を付け，それを検査
で確認するわけである。
　腫瘤の穿刺吸引を行い，もし膿汁が得られた
ならば細菌検査により結核性リンパ節炎が確定
する。膿汁が得られなくても，細胞診をすれば
この三者の何れであるかがかなり確実になる。
より正確な診断（悪性リンパ腫のサブタイプの
診断や，転移性癌の原発巣の推定など）には，
切開手術で腫瘤の一部を採取するopen　biopsy
が必要である。
　結核性リンパ節炎と診断がつけば抗結核剤の
投与で内科的に治療する。悪性リンパ腫ならば，
病期を判定した後，放射線治療および制癌剤治
療を行う。
　転移性癌ということになれば，原発巣がどこ
であるかを探索する。それには，もちろんリン
パの流れの上流を探す。問題のリンパ節腫瘤の
位置（頚部でも上の方か，下の方か，一側か，
両側か），さらにどこから腫れてどこへ広がっ
ていったかをよく聞き出す。頚部の上方から腫
大が始まり下方に広がった場合は，咽頭など耳
鼻科領域に原発巣があることが多い。左鎖骨上
窩の転移性リンパ節腫大はVirchowの転移とし
て有名で，胃など消化管の癌の転移の可能性が
極めて高い。甲状腺原発の癌が頚部リンパ節に
転移を起こしやすいことはいうまでもない。原
発巣が何れにあるかによって治療法が全然異
なってくる。Virchowの転移があれば根治手術
は無理であるが，甲状腺分化癌の頚部リンパ節
転移は多くの場合に根治術ができる。
　根治術が出来るか否かで予後が大きく異なる
ことは言うまでもない。
　6．むすび
　多くの人は「癌」といえば胃癌・大腸癌など
の消化器癌や，乳癌のことを思い浮かべられる
だろう。これらの癌が頻度が高くて，それで亡
くなられる方が多く，集団検診の対象にもなっ
ているので，一般の関心も高いからである。
　しかし，ここに述べたように，頚部にできる
癌も少なくない。しかも，多くの場合，痛みを
伴わない「頚のしこり」が唯一の初期症状であ
る。その上，頚部にはいろんな種類の腫瘍がで
きる。放置しているうちに治療の時期を失う例
も多いので，油断せずに異常な「しこり」に気
づいたら医師に相談していただきたい。
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